
①ポジションペーパーは2010年に初めて刊行されてから
2012年, 2016年と適宜改訂・出版された．
2023年，日本骨代謝学会・日本歯科放射線学会・日本
歯周病学会・日本口腔外科学会・日本臨床口腔病理学
会の6学会の顎骨壊死検討委員会による統一見解として
ポジションペーパー(以下PP2023)が新に提案された．

②PP2023ではシステマティックレビューを行い現状でのエ
ビデンスに従う推奨を提示している．

(以後，顎骨壊死はMRONJ
ビスホスフォネート製剤はBP製剤
デノスマブはDmab)

はじめに



①BPやDmab製剤による治療歴がある．または血管新生
阻害薬，免疫調整薬との併用歴がある．

②8週間以上持続して口腔・顎・顔面領域に骨露出が認め
る．または口腔内あるいは口腔外から骨が触知できる
瘻孔を8週間以上認める．

③原則として顎骨に放射線治療の既往がない．または顎
骨病変が原発性がんや顎骨へのがん転移でない．

以下の３項目を満たした場合にMRONJと診断する

*今回の改訂で8週間以内でも経過や画像所見などから明らかに治
癒傾向の内骨壊死が見られる場合はMRONJと診断できるとされる．

診断



PP2023の7つの変更点

①呼称はMRONJに

②診断およびステージ分類はマイナーチェンジ

③我が国では薬剤・用量別に見た発症頻度は
米国より高い傾向にある

④リスク因子として抜歯よりも抜歯を必要とする
歯性感染を重視

⑤予防的休薬は原則として不要

⑥治療における手術の優先度が高まる

⑦「医科歯科」から薬剤師も含めた「医歯薬」連
携へ



Stage Ⅰ：
無症状で感染を伴わない骨露出/骨壊死．またはプローブで骨
を触知出来る瘻孔を認める．

Stage Ⅱ：
感染/炎症を伴う骨露出/骨壊死やプローブで骨を触知出来る
瘻孔を認める．

Stage Ⅲ : 
下記の症状を伴う骨露出/骨壊死，プローブで骨を触知出来る
瘻孔を認める ．

下顎: 下顎下縁や下顎枝に至る骨露出・骨壊死
上顎: 上顎洞・鼻腔・頬骨に至る骨露出/骨壊死，

鼻・上顎洞瘻孔形成
病的骨折や口腔外瘻孔

②診断およびステージ分類はマイナーチェンジ



①必要な侵襲的歯科治療を終えていることはMRONJの発症予防
に効果的である

②がん患者にベバシズマブとゾレンドロン酸(高用量BP製剤)を併
用した症例において予防的歯科治療を行った結果，MRONJ発
症率は有意に減少した

以上より当科では
感染源になる歯は早期に抜歯した方が良いと考えられ，患者には
MRONJ発症リスクがある旨説明し同意が得られれば原則抜歯を
行う．

④リスク因子として抜歯よりも抜歯を必要と
する歯性感染を重視



2023年改訂されたポジションペーパでは
①抜歯に関してのMRONJ発生率の低下を検討した論文はいくつ
かあったがいずれも発生率の低下を示唆する結果が得られな
かったこと
②抜歯に際して短期間の休薬の害が無いにしても休薬による発
生率の低下が得られないこと

↓
以上より休薬の有効性を示すエビデンスは無く
「抜歯時に骨吸収抑制薬を休薬しないことを提案する」(弱く推奨)
と結論している．

⑤予防的休薬は原則として不要



Stage Ⅰ： 保存的治療または外科的治療
保存的治療: 抗菌性洗口薬，局所洗浄など
外科的治療: 壊死骨・周囲骨切除

Stage Ⅱ：
保存的治療と外科的治療のいずれも適応であるが外科的療法
の方が治癒率は高く全身状態が許せば外科的治療を優先する．
Stage Ⅲ : 

外科的治療:  壊死骨・周囲骨切除，区域切除など
患者の状態や希望などにより外科的治療が選択されない場合
は，保存的治療を行うこともある．

⑥治療における手術の優先度が高まる(1)



2023年改訂されたポジションペーパで
MRONJの多くは治癒可能な疾患であることが明らかになってきた
ことで，基本的に骨露出を含めたすべての症状の消失，すなわち
疾患の「治癒」を治療の目標にすることが望ましいと記載されてい
る．
ただし根本的治療が行えない患者では症状の緩和などを治療の
目標にする場合もある．

↓
当科でも年々MRONJに対する手術は増加しつつあり，患者の状
態にもよるが手術を可及的に行う方針としている．

⑥治療における手術の優先度が高まる(2)



「薬剤関連顎骨壊死の病態と管理: 顎骨壊死検
討委員会ポジションペーパー2023」は以下のリ
ンクからPDFのダウンロードおよび印刷は可能
です．

https://www.jsoms.or.jp/medical/pdf/work/guid
eline_202307.pdf

また質問などあれば御一報下さい．

最後に

https://www.jsoms.or.jp/medical/pdf/work/guideline_202307.pdf

